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みどりの分布状況 

出典：沖縄県地図情報システム 

津波浸水想定区域・避難施設の状況 

出典：沖縄県地図情報システム 

既存都市公園の誘致圏 

出典：国土数値情報データを加工して作成 
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②-4 普天間飛行場 

立地特性 

・（地形）大部分が台地上にあり、高潮等海岸災害に対しては比較的強い立地と

なっている 

・（地形）地区内は琉球石灰岩台地となっており、琉球石灰岩特有の地下空洞や

ドリーネ（溶食凹地）の地形がみられる。また、琉球石灰岩台地を広大な集水域

とした複数の水脈を有し、西側斜面周辺に地下水盆が形成されている 

・（歴史文化）地区内にはかつて強制移転させられた集落跡（新城、神山、宜野

湾）があり、多くの遺跡等が分布する。かつては普天満宮へ通じる宜野湾並松で

著名な松並木の道が地区の南北を貫いていた 

・（景観）地区西側から下り斜面となっており東シナ海への眺望が開ける 

上
位
関
連
計
画 

広
域
緑
地
計
画 

○那覇広域都市圏（93頁） 

・連担する市街地を分けている河川や道路を防災緩衝帯とし、市民や来訪者の交

流を育むよう充実した整備を図り、地域内の緑地と結んで防災緑地網の形成 

・ハンタ（断崖）の丘や石灰岩の斜面と中小河川、入江や湿地やサンゴ礁など地

形の骨格上にあるみどりの保全を図る。 

緑
の
基
本
計
画 

・普天間飛行場跡地に広域的な交流・レクリエーション・防災の拠点を形成。

（59頁） 

・並松街道を歴史・文化のシンボルとして再生整備し、首里からつながる歴史文

化軸及び広域的なみどりの軸を形成します。（60頁） 

・「水とみどりと風のみち」と「並松街道」の交差部を中心に「広域緑地・振興

拠点」を形成します。普天間公園（仮称）の整備と都市拠点・振興拠点の開発を

一体的に実施し、「みどりの中のまち」を先導的に展開するシンボル拠点としま

す。また、広域防災拠点として活用します。（60頁） 

 
〇期待されるみどりの機能・役割 

環境面 

・既存緑地の保全・活用や東西軸・南北軸に連なるみどりの創出等により地区全体を網羅

するみどりネットワークを形成することで、ヒートアイランド現象緩和や生物多様性の確保、

地下水の涵養等、様々なみどりの効果が発揮されることが期待される 

社会面 

・高潮等海岸災害に強い地形や沖縄健康医療拠点に近接する立地特性を踏まえ、災害時

には広域防災拠点として機能する大規模なオープンスペースが求められる。 

・西側斜面緑地においては、樹木の根系による地滑り・表層崩壊の発生しにくい地盤形成

が期待される 

・都市公園空白地域を踏まえ、民間活力も含めた多様なみどり・オープンスペースを適切に

配置し、みどりが身近にある暮らしを実現することで、みどりの持つリフレッシュ機能や運動

の場、子ども達の遊び場等、ウェルビーイングに寄与するみどりの効果が期待される 

・幹線道路沿いにおいては、みどりの帯を形成することで、騒音の遮蔽や排気ガスの都市

部への流入を抑制する公害防止機能の効果が期待される 

・緑道空間として再生する並松街道を中心に、跡地内の歴史文化資源を活用した公園やコ

ミュニティ空間を配置することで、地域の歴史文化への理解やコミュニティ・郷土愛の醸成

を促進する効果が期待される 

経済面 

・世界のＥＳＧ投資を呼び込むため、沖縄振興拠点にふさわしい良好な自然環境の創造や

クールスポット・風の道等の形成によるカーボンニュートラルの実現、大規模災害時の広域

防災拠点機能を支えるみどりの防災・減災機能の効果が期待される 

・西側斜面緑地においては、西海岸への眺望が開ける段丘としての特性を活かし、連続的

なオープンスペース（ハンタ緑地）を設けることで魅力ある眺望点としての整備が求めたれ

る 
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みどりのネットワーク形成 

既存緑地の保全・活用 

みどりの分布状況 

出典：沖縄県地図情報システム 

広域防災拠点として機能する
大規模なオープンスペース 

津波浸水想定区域・避難施設の状況 

出典：沖縄県地図情報システム 

既存都市公園の誘致圏 

出典：国土数値情報データを加工して作成 
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②-5 牧港補給地区 

立地特性 

・（立地）地区西側が低地で海に面し、東側は台地状で国道58号に隣接する。 

・（地形）浦添グスクに連なる石灰岩丘陵と牧港川河口が地区北側に、また小湾川河口が

地区南側に位置しており水・緑の空間を形成している 

・（歴史文化）古集落（小湾・仲西・城間）には、多くの遺跡等が残されている。 

・（景観）カーミージーなどの自然海浜が地区の北西側に残されており、都市の海浜景観

を有している 

上
位
関
連
計
画 

広
域
緑
地
計
画 

○那覇広域都市圏（93頁） 

・連担する市街地を分けている河川や道路を防災緩衝帯とし、市民や来訪者の交流を育

むよう充実した整備を図り、地域内の緑地と結んで防災緑地網の形成 

・ハンタ（断崖）の丘や石灰岩の斜面と中小河川、入江や湿地やサンゴ礁など地形の骨格

上にあるみどりの保全を図る。 

緑
の
基
本
計
画 

・各交流拠点に公園緑地を計画するとともに、交流拠点を結ぶにぎわい・交流軸に沿って

公園緑地を計画することで、人々のにぎわいや交流を促進する。（134頁） 

・高台部と低地部の境界部分（高台端部）には、災害時の一次避難地や避難路となる公

園緑地を配置するとともに、低地部から高台部への避難路も確保する。また、海の交流

拠点における公園緑地は、津波・高潮被害等からの多重防御機能を担う公園緑地として

位置づける。（134頁） 

・公園緑地の配置に際しては、既存の緑（植生）の保全・活用や緑のネットワークの形成に

留意する。また、住宅地区内において、誘致距離等を考慮して近隣公園及び街区公園

を適切に配置する。（134頁） 

 
〇期待されるみどりの機能・役割 

環境面 
・地区外の北側・南側に既存樹林があるため、既存樹林を繋ぐ緑のネットワークを

形成することで、生物多様性の確保・風の道の形成が期待される。 

社会面 

・地区の東部が津波浸水想定範囲に含まれているため、地区西側にみどりの帯を形成する

ことで、津波被害を軽減する防災・減災機能の効果が期待される。 

・国道58号より西側には避難施設が極めて少ないため、都市公園空白地域を踏まえ、みど

り・オープンスペースを適切に配置することで災害時の一時避難場所や復旧活動拠点の

確保が可能となる。また、海岸部から内陸部への避難導線として東西を結ぶ緑道等を整

備することで、安心・安全なまちづくりに寄与することが期待される。 

・高低差の処理には、利用・管理の観点も踏まえて斜面緑地を活用し、緑のベルトを創出す

ることが期待される。 

・国道58号沿いにおいては、みどりの帯を形成することで、騒音の遮蔽や排気ガスの都市

部への流入を抑制する公害防止機能の効果が期待される。 

・住区を中心に、新たなコミュニティの核となる公園緑地の配置が求められる。 

経済面 
・海岸沿いには、貴重な自然海岸の環境を保全しつつ、都市リゾートとしての魅力ある景観

を形成するオープンスペースの配置が期待される。 
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みどりのネットワーク形成 
みどりの分布状況 

出典：沖縄県地図情報システム 

津波被害等を軽減する 
防災・減災緑地帯 

災害時の避難導線とな
る緑道等 

津波浸水想定区域・避難施設の状況 

出典：沖縄県地図情報システム 

既存都市公園の誘致圏 

出典：国土数値情報データを加工して作成 
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②-6 那覇港湾施設 

立地特性 

・（地形）前面がウォーターフロントの人工平坦地である 

・（歴史文化）戦前の地区内には住吉町、垣花町、山下町が位置し、住吉神社等

の史跡のほか、垣花尋常小学校、県立水産学校などが立地していた。地区内に

は、歴史的遺産等があり歴史的港湾としての特徴を有している 

・（景観）市民にとって貴重なウォーターフロント空間を有している 

上
位
関
連
計
画 

広
域
緑
地
計
画 

○那覇広域都市圏（93頁） 

・連担する市街地を分けている河川や道路を防災緩衝帯とし、市民や来訪者の交

流を育むよう充実した整備を図り、地域内の緑地と結んで防災緑地網の形成 

・ハンタ（断崖）の丘や石灰岩の斜面と中小河川、入江や湿地やサンゴ礁など地

形の骨格上にあるみどりの保全を図る。 

緑
の
基
本
計
画 

【環境系統の緑地】（44頁） 

・コリドー（回廊）の確保と多自然型整備による質の向上 

・ヒートアイランドを抑制し都市の快適性を高める：緑地や水面の連続による

“風の道”の確保 

【防災系統の緑地】（45頁） 

・遊水地や河川敷、緑地等オープンスペースとしての利用を推進し、浸水被害の

軽減に努める 

・災害発生時の避難場所や防災活動拠点としての公園緑地の充実を図る 

・延焼防止帯や避難路となる幹線道路は緑地軸として緑化充実を図る 

【レクリエーション系統の緑地】（46頁） 

・那覇の魅力を高める公園緑地の整備・充実（歴史の道、緑道ネットワーク、水

辺ネットワークなどまち歩きを楽しめるルートの整備） 

・身近なレクリエーションや交流活動の場の整備・充実 

【景観系統の緑地】（47頁） 

・那覇の誇る自然的・歴史的景観の保全と活用（水際の潤いある景観の保全・創

出 等） 

 
〇期待されるみどりの機能・役割 

環境面 
・奥武山公園や地区南側に隣接する陸上自衛隊駐屯地内の広大な緑地を繋ぐ緑のネット

ワークを形成することで、生物多様性の確保・風の道の形成が期待される 

社会面 

・地区全域が津波浸水想定範囲に含まれているため、地区北側にみどりの帯を形成するこ

とで、津波被害を軽減する防災・減災機能の効果が期待される 

・緊急輸送道路となる幹線道路においては、延焼防止帯や避難路となる緑地を形成するこ

とで安心・安全なまちづくりに寄与することが期待される 

・都市公園空白地域を踏まえ、みどり・オープンスペースを適切に配置することで災害後の

復旧活動拠点等としての活用が期待される 

・国道331号沿いにおいては、みどりの帯を形成することで、騒音の遮蔽や排気ガスの都市

部への流入を抑制する公害防止機能の効果が期待される。 

・住区を中心に、新たなコミュニティの核となる公園緑地の配置が求められる。 

経済面 
・海岸沿いに残る既存植生を保全しつつ、都市リゾートとしての魅力ある景観を形成するオ

ープンスペースの配置が期待される。 
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みどりのネットワーク形成 

みどりの分布状況 

出典：沖縄県地図情報システム 

津波被害等を軽減する 
防災・減災緑地帯 

緊急輸送道路を緑地軸
とする緑化の充実 

津波浸水想定区域・避難施設の状況 

出典：沖縄県地図情報システム 

既存都市公園の誘致圏 

出典：国土数値情報データを加工して作成 
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２）各返還駐留軍用地の整備基本方針の検討にかかる基本的な考え方 

以下の状況の変化を踏まえ、各跡地の整備基本方針の検討にかかる基本的な考え方

を整理する。 

 

・キャンプ瑞慶覧の対象範囲が限定的となり、小規模な跡地が増加 

・地区によって進捗状況が大きく異なる（返還済みの地区、跡地利用計画策定済みの

地区・検討中の地区・未着手の地区等） 

 

① 各跡地の整備基本方針の検討にかかる視点 

各跡地の整備基本方針は、広域構想の基本方針を踏まえ、中南部都市圏を一体とと

らえた「広域的な視点から、各跡地の役割分担・連携」を示すことを基本とする。 

ただし、「各跡地の特性や、地主・県民・有識者等意向、最新の構想・計画等」も

踏まえ、検討を行う必要がある。 

 

ⅰ.広域的視点からの各跡地の役割・連携等 

ⅱ.各跡地の特性や意向、構想・計画等への配慮 
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② 各跡地の整備基本方針の検討フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄の将来像 

■沖縄の５つの将来像 

＜沖縄21世紀ビジョン、新沖縄21世紀

ビジョン基本計画＞ 

○沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化

を大切にする島 

○心豊かで、安全・安心に暮せる島 

○希望と活力にあふれる豊かな島 

○世界に開かれた交流と共生の島 

○多様な能力を発揮し、未来を拓く島 

 

駐留軍用地跡地の役割 

■都市構造形成において期待される役割 

○都市構造の歪みを是正し都市圏の発展をけん引する中核的都市拠点となる役割 

○都市圏内の交流と連携を支える交通ネットワークの結節点となる役割 

○都市圏の緑とゆとりを創出する役割 

■圏域づくりにおいて期待される役割 

○国際的な協力・貢献、知的交流、交易等を担うグローバル機能拠点となる役割  

○自立型経済をけん引するリーディング産業や高次都市機能の集積拠点となる役割 

○将来を見据えた人々と自然・エネルギーの環境共生モデルを創出する役割 

○周辺地域と融合し安全安心と支え合いの生活環境を創出する役割  

●新たな都市拠点と都市骨格軸を創出するまちづくり 

●広域公共交通中心のコンパクトなまちづくり 

●緑の保全と新たな創出を優先したまちづくり 

●リーディング産業や高次都市機能が集積先端技術を先駆的に取り入れ産業の活性化を促

す環境整備を進める産業まちづくり 

●多様なグローバル機能を備えた国際的まちづくり 

●先端技術やICT等を先駆的に導入・利活用したまちづくり 

●安全安心な生活環境を重視したまちづくり 

●再生可能エネルギーやエネルギーマネジメントによる省エネルギー化等を実現する脱炭素

型のまちづくり 

跡地利用の全体コンセプト 
「各跡地の特性を活かしつつ、広域的観点からの連携した開発により、中南部の都市構造
を再編し、機能を高度化した、沖縄全体の発展につなげる１００万都市の形成」 
－跡地を活用した産業振興による自立経済の構築－ 
－跡地活用による幹線道路の整備、公共交通ネットワークの構築－ 
－自然環境と歴史文化の保全・再生による豊かな都市環境の形成－ 

広域構想策定の視点 
■各駐留軍用地跡地が固有にもつ特性、跡地間
の役割分担を考慮し、相互に密接な連携ネット
ワークを構築していくこと 

■中南部都市圏の抱える課題を解決していくた
めに、広域交通インフラの整備、自然（公園・緑
地）の確保及び産業の振興を重視すること 

■中南部都市圏の人口や住宅供給量の将来見通
し、各跡地の市町村計画の内容に留意すること 

 

中南部都市圏の圏域づくりの基本的方向 

■中南部都市圏の圏域づくりの基本的方

向（想定イメージ） 

～世界に開かれた平和で安らぎと活力のある

中南部都市圏の形成～ 

⇒「世界に開かれた」中南部都市圏 

⇒「安らぎ」のある中南部都市圏 

⇒「活力」のある中南部都市圏 

⇒「平和」な中南部都市圏 

（全てに共通する普遍的要素） 

広域構想の目的 
■全体ビジョンのもとで跡地開発を進めること
が重要 

■駐留軍用地の跡地利用を、沖縄全体の発展に
つなげることが重要 

中南部都市圏の都市構造の再編に向けた基本的
方向 

中南部都市圏の目指すべき都市構造の全体像 

～長大都市圏軸の形成～ 

⇒顔の見える自立的な都市拠点の形成 

⇒厚みと広がりをもつ基幹都市軸の形成 
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広域構想の基本方針 （時代潮流・上位計画の改定等を踏まえ更新） 

２ ）広域交
通インフ
ラの整備
基本方針 

・広域交通
整備方針 
・環境・コミ
ュニティへ
の配慮方
針 

３）広域的
公園・緑
地の整備
基本方針 

・広域的公
園・緑地の
配置方針 
・質の高い
緑地空間
整備の方
針 
・実現化へ

４）産業振興拠点地
区の形成方針 

・産業立地、機能展
開の方針 
・「産業振興拠点地
区」の整備基本方
針 
・各駐留軍用地跡地
「産業振興拠点地
区」等への産業・機
能の誘導方針 

１）土地利用
の基本方
針 

・時代潮流
を踏まえ
た土地利
用の優先
度の方針 

・広域交通イ

ンフラの位

置づけ等 

・広域交通イ

ンフラの整

備基本方針

図 

・主な広域公

園・緑地イン

フラの位置

づけ等 

・広域的公園・

緑地の整備

基本方針図 

・グリーンイン

フラの多機

能性のイメ

ージ 

・中南部都市圏で想定

される産業タイプと産

業集積のイメージ 

・中南部都市圏の駐留

軍用地跡地で想定する

機能のイメージ 

・広域的観点からの産業

振興拠点地区の整備

基本方針 

・各駐留軍用地跡地に

おいて想定する産業タ

イプ 

・駐留軍用地跡地と機能

の親和性の検討結果 

・駐留軍用地

跡地別の土

地利用区分

面積の試算 

⇒「広域構想

の全体像」の

項目で掲載 

５）周辺市街
地整備の
基本方針 

・返還駐留軍
用地の周辺
市街地整備
の基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各返還駐留軍用地跡地の整備基本方針 

■土地利用 
 
・ゾーニングの方針 

・広域的な拠点の形

成方針 

■都市基盤 

・広域交通基盤の整

備方針 

・エネルギ-・情報通

信基盤整備方針 

■自然環境 
（公園・緑地） 
・期待されるみどり

の機能・役割 

・公園・緑地の配置

方針（歴史文化財・

景観の視点含む） 

・公園・緑地の規模

の方針 

■産業・機能立
地 

 
・産業立地誘導の方

針 

・機能立地誘導の方

針 

・周辺との連携 

整備構想図 

■周辺市街地整
備 

（特筆事項があ
る場合に記載） 

 

・広域的な視点に係る事項に特化することで、各跡地の広域的役割を明確化。 

・「整備コンセプト」は、各跡地利用計画で設定するものとし、上位計画等を踏まえた「求
められる役割」を明記。 

・共通事項は、広域構想の基本方針のみで明記。 

６）中南部都
市圏にお
ける各跡
地の基本
的方向 

・各跡地の位
置づけ等 
・各跡地の方
向性 

 

 

中南部都市圏における各跡地の基本的方向 
■各跡地の位置づけ・方向性 
■各跡地への産業・機能の誘導方針 

■実現に向けた考え方（新・21世紀ビジョン基本計画） 
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参考：現在の広域構想の考え方（現広域構想からの抜粋・整理） 

  

 

沖縄の将来像 

■沖縄の５つの将来像 ＜沖縄21世紀ビジョン、同基本計画＞ 

○沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島 

○心豊かで、安全・安心に暮せる島  ○希望と活力にあふれる豊かな島 

○世界に開かれた交流と共生の島  ○多様な能力を発揮し、未来を拓く島 

中南部都市圏の基本的方向 

■中南部都市圏の圏域づくりの基本的方向（想定イメージ） 

 

⇒「世界に開かれた」中南部都市圏 

⇒「安らぎ」のある中南部都市圏 

⇒「活力」のある中南部都市圏 

⇒「平和」な中南部都市圏（全てに共通する普遍的要素） 

■中南部都市圏の目指すべき都市構造の全体像 

～長大都市圏軸の形成～ 

⇒顔の見える自立的な都市拠点の形成 

⇒厚みと広がりをもつ基幹都市軸の形成 

駐留軍用地跡地の役割 

■都市構造形成において期待される役割 

○  

○  

○都市圏の緑とゆとりを創出する役割 

■圏域づくりにおいて期待される役割 

○  

○  

○  

○周辺地域と融合し安全安心と支え合いの生活環境を創出する役割  

●  

●広域公共交通中心のコンパクトなまちづくり（コンパクトシティ）※１  

●緑の保全と新たな創出を優先したまちづくり（グリーンシティ）※１ 

●  

●  

●次世代送電網で結ばれた環境配慮型まちづくり（スマートシティ）※１  

●安全安心な生活環境を重視したまちづくり（ハイライフシティ）※１ 

跡地利用の全体コンセプト 
「各跡地の特性を活かしつつ、広域的観点からの連携した開発により、中南部の都市構造
を再編し、機能を高度化した、沖縄全体の発展につなげる１００万都市の形成」 
－振興拠点地区の形成による自立経済の構築－ 
－跡地活用による幹線道路の整備、公共交通ネットワークの構築－ 
－自然環境と歴史文化の保全・再生による豊かな都市環境の形成－ 
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各返還駐留軍用地跡地の整備基本方針 

広域構想の基本方針 

１）広域交通インフラ
の整備基本方針 

・広域交通整備方針 
・環境・コミュニティへ
の配慮方針 

２）広域的公園・緑地
の整備基本方針 

・広域的公園・緑地の
配置方針 
・実現化への配慮方針 

３）跡地振興拠点の形成方針 
・産業振興、機能展開の方針 
・「跡地振興拠点地区」の整
備基本方針 
・各駐留軍用地跡地「跡地振
興拠点地区」への産業・機
能の誘導方針 

４）土地利用の
基本方針 

・土地利用の優
先度の方針 

■整備コン
セプト 

・整備コンセ
プト 

■土地利用 
 
・ゾーニング
の方針 
・拠点の形成
方針 
・跡地振興拠
点地区の形
成方針 

■都市基盤 

・交通基盤の
整備方針 
・エネルギ-・
情報通信基
盤整備方針 

■自然環境 
（公園・緑地） 
・公園・緑地
の配置方針 
・公園・緑地
の規模の方
針 

■歴史文化
財・景観 

・歴史文化財
保全の方針 
・景観の保全
形成の方針 

・広域交通インフラの
位置づけ等 
・広域交通インフラの
整備基本方針図 

・主な広域公園・緑地
インフラの位置づけ
等 
・広域的公園・緑地の
整備基本方針図 

・中南部都市圏で想定され
る産業タイプと産業集積の
イメージ 
・中南部都市圏の駐留軍用
地跡地で想定する機能のイ
メージ 
・広域的観点からの跡地振
興拠点地区の整備基本方
針 
・各駐留軍用地跡地におい
て想定する産業タイプ 
・駐留軍用地跡地と機能の
親和性の検討結果 

・駐留軍用地跡
地別の土地利
用区分面積の
試算 

■産業・機能
立地 

・産業立地誘
導の方針 
・機能立地誘
導の方針 

整備構想図 

・圏域づくりにおいて期待される役割（4 項目）と各跡地特性の親和性を分析し、「まち
づくり・基盤整備の方向」や「都市機能整備・産業導入の方向」を検討のうえ、各跡地の
整備基本方針を設定。 

・「歴史文化財・景観」等の跡地特性の要素が強い（広域構想の基本方針との関係が弱
い）項目も見られる。 
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２．広域構想の更新に向けた改定素案の作成  

現行の「広域構想」及び昨年度作成の「広域構想改定骨子案」をもとに、第Ⅱ章第

1 節（広域構想の更新に向けた検討）及び第Ⅲ章（関連部局や関係市町村へ調査・ヒ

アリング・計画反映）を踏まえ、「広域構想改定素案」を作成した。 

「広域構想改定素案」については、一部関係市町村への確認を経て、令和 8 年度の

委員会で審議を図るものとする。 

なお、「広域構想改定素案」については、本報告書巻末に掲載する。 

 

 

 






